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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週、対円で、レアルは上昇しましたが、対米ドルでは
レアルは小幅に下落しました。2年国債金利は低下しまし
た。

鉱工業生産などの経済指標は弱含みましたが、景況感
には底打ちの兆しがみられています。経済指標の影響は
限定的となりましたが、原油や鉄鉱石が大きく下落したこ
となどがレアルの上値を抑える材料となりました。

年金を含む社会保障改革についてですが、下院の特
別委員会で、予定されていた年金改革法案の採決が一
時延期されるなどの動きはありました。しかし、翌日には、
採決の結果、年金改革法案は承認され、国会の下院本
会議で審議されることになりました。

【2】今週の見通し

今週は、インフレ率などの経済指標の発表があります。
物価は、既に物価目標範囲内に収束しており、今後一層
鈍化する見通しです。市場予想を上回るインフレ率の鈍
化がみられる場合は、利下げ観測が高まると想定します。

フランス大統領選挙を終えたことや、地政学リスクへの
懸念が足元は和らいでいることを背景に、ブラジル金融
市場は堅調に推移することが見込まれます。

引き続き、年金改革を含む構造改革が注目されます。
公的年金支給年齢の引き上げなどの緊縮策には労働組
合をはじめ各方面から反発がみえますが、テメル政権が
財政健全化を着々と進める場合には、海外投資家の信
認改善に寄与するとみられ、構造改革期待を背景とした
ブラジルへの投資活発化を通じてブラジル・レアルを下
支えすることが期待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年5月8日

（2017年4月7日～2017年5月5日）

（2017年4月7日～2017年5月5日）

【2017年4月29日～2017年5月5日までの推移】


